
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 「もくもく清掃」を推進し、「自分たちの学校を自分たちの力できれ

いにしよう！」に取り組んでいる。そこで民間の清掃業務会社の「キ

レイのタネまき教室」を実施し、掃除をすることの大切さを学んだ。 

● 雑巾のしぼり方、床のふき方、ほうきの持ち方、はき方など、体験し

ながら清掃の仕方を学んだ。 

 
 

● 雑巾がけの仕方が、上手になり、隅々まで掃除ができるようになって

きている。掃除をすることの大切さに気付き、黙々と集中して取り組

める児童が増えた。 

● 学年を決め、毎年実施することで、掃除名人が年々増え、定着してき

ている。他学年に教える姿も見られるようになった。 

 

● 今までの掃除の仕方とは全然違っていて、驚いた。これからは、学ん

だことを生かして、学校をきれいにしたい。 

● どうしてほうきの先が、曲がってしまうのかわかった。持ち方を気に

して、ほうきを大事に使いたい。 

● 掃除と健康はとても関係していることがわかった。 

 

お掃除体験 

第４学年 


